
教 材 と 教 授 法

木 村 宗 男

この 講 座 の 第1分 冊 か ら第3分 冊 にわ た って,入 門期 ・中級 ・上 級 そ れ

ぞ れ の 「教 材 とそ の 扱 い 方 」 を述 べ て きた 。 今 回 は そ の 補 い の つ も りで,

rど ん な教 材 を使 い
,ど ん な教 え 方 を した ら よい か 」 に つ い て ・ 平 素 わ た

しの 考 え て い る こ と を述 べ る ことに す る。 外 国 入 に 目本 語 を教 え よ う とす

る人 か ら,そ の よ うな 質 問 を しば しば 受 け る ので,そ れ に対 す る回 答 の つ

も りで 述 べ て み よ う と思 う。

1教 材の種類

外国人に 日本語を教えるということは,習 う方の外国人の側 か ら言 え

ば,「日本語 という外国語」を学習するということである.し たがって,外

国人に対す る目本語教育(以 下,単 に 「日本語教育」と言 う)の教材や教授

法について考えるとい うことは,外 国語教育としての日本語教材や目本語

教授法 を考えるとい うことである。

ところで,近 代的な外国藷教育の教材は,自 己の言語観に基づいて選ん

だ言語材料 を,同 じく言語観に基づいて決定した教授方法にそって配列・

構成 して作 るのが正攻法 とい うべきだろう。 したがって,言 語観がちがえ

ば教授法がちがい,当 然,教 材もちがって くる。その うえ,対 象 とする学

習者の学習 目的に適 した材料を必要 とする。 そんなわけで,現 在,国 内・

国外 を通 じて,数 多くの外国人用蚕本語教材(以 下,単 に 「日本語教材」と

言 う)が存在 し,使 用 されている1)。そして,こ れからもますます多くなっ

1)文 部省 が昭祁42年 度 に行 なった 「日本語教育実 態調査Jに よる と,調 査 に応

じて回答 した国内の 日本語教 育機関の数は,独 立 ・併設 を合わせて41。 使用 され て
い る 目本語教科書 は22種 にのぽ る。また,国 際学友会が出 した 「海外にお ける 日本

語教 育機 関一覧(大 洋州 ・ヨー ・ッパ ・アメ リカ編〉」(1967年4月)に よる と,(こ れ
には東 独 とソビエ トがはい っていないが),機 関数は428,使 用教 科 書 は概 数 で60

種 である。注 目すべ きことは,そ の うちの大部分の ものが,作 成者の所 属す る機関
の ために作 られ たもので,出 版社り企画 ・編集に よるものはほ とん どない とい うこ

とである。
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て い くだ ろ う と思 われ る。 そ の 中か ら,ど れ か1種 を選 び 出 して使 うか,

さ もな けれ ば,自 分 で 独 自の もの を作 って使 うか,と い うこ とに な る。 こ

こで は,既 成 教 材 か ら選 ぶ もの と して 考 え る。 新 し く作 る場 合 の 参 考 に も

な るか と思 う。

まず 教 材 を学 習 目的 に よ って 分 けて み る。

1・ 旅 行 ・短 期 滞 在 な どの た め

日本 へ の旅 行 ・短 期 滞 在 な どの た め に 目本語 を必 要 とす る外 国 人 は これ

か ら多 くな る と思 う。 巳本 で は,英 語 を話 さな い外 国人 の ば あい は,日 本

語 を話 さ な い と不 便 だか ら,旅 行 や 短 期 滞在 の た め必 要 とす る程 度 の 日本

語 を習 っ て おか な けれ ぱ な らない 。 この程 度 の必 要 を満 たす た め の教 材 な

ら,限 られ た語 彙 ・単 純 な文 で 用 は 足 せ るはず で あ る。 旅 行 者 用 会 話 パ ンフ

レ ッ トな どで も間 に 含 うだ ろ う。 方 法 と して は,学 習 期 間 も短 い こ とだ か

ら,ま る暗 記 させ る よ りほ か な い 。単 語 や 文章 の意 味 は対 訳 で示 して あ る。

完 全 に培 記 で き な くて も,バ ン7レ ッ トを片 手 に,い ちい ち の ぞ き こん で

しゃべ っ て も用 は足 せ る。 しか目し}こ の種 の パ ン フ レ ッ トは た い て い ロー

マ宇 そ σ)他の外 国 文宇 で 目本 語 を表 記 してい るの で,外 国 人 は 自国流 に 読

み や す い。 そ の 結 果 は,だ れ が 閏 い て も ヨ本 語 とは思 え ない 発音 ・ア クセ

ン ト・イ ン トネ ー シiン に な る.だ か らこの 目的 の 学 習 者 に は,発 音 ・ア

クセ ン ト ・イ ン トネ ー シ ョンの 搭 導 ・矯 正 が何 よ9も 大 切 で あ る。 解 説 よ

り も耳 か ら聞 い て 行 な う練 習 が 必 要 で あ る。 そ こで,パ ン フ レッ トだけ の

もの よ り,テ ープ ま た は レ=一 ドを 主教 材 と した もの を与 え,パ ン フ レ ッ

トは補 助 教 材 とす るの が 効 果 的 で あ る読。

この よ うな 目的 の 学 習 は,正 綻 的 な 学 習 と比 べ れ ば,学 習 と は言 え ない

くらい 変 劃 離 な もの だ か ら,正 則 的 な 教 材 を そ の ま ま与 えて も学 習 目的 は

果 たせ な い。 ま た,旅 行 者 用 会 話 書 と銘 打 っ た も の で も,あ ま ウに多 くの

材 料 を盛 りこ ん だ もの は,学 習 の 方 法 か らみ て も適 当 で は な い。 必 要 最 少

限 の材 料 を与 えて,あ とは 実 地 に応 用 させ る の が よい 。

2}長f百 直兄,FIRSTAIDJAPA藪ESE、20セ ンチLPレ コー ド1右気っ き,匹置

拓 社1961が あ る,
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2・ 個 人 的 な 目常 生活 のた め

い わ ゆ る在 日外 国 人 居 住 者 で,比 較 的 長期 にわ た って 目本 に 居 住 す る も

の の 中 に は,事 情 に よ って,日 常 生 活 に 日本 語 を使 う必 要 の あ る もの が 多

い 。 ま た,日 本 に住 む以 上 は 目本 語 を使 って 日本 人 と話 して み た い,と 望

ん で い る もの も少 な くない 。 この程 度 の 要 求 は,い ろ い ろ あ る入 門書 に よ

ってpだ いた い 満 た す こ とが で き るが,目 一 マ 字 な どに よ るば か りで な く,

ひ らが な ・か た か な と基 本 的 な漢 字300宇 く らい は 与 え て お くこ とが 日常

生 活 に は 必 要 で あ る。 それ に,漢 字 の 知 識 が あ る と,日 本 人 との交 際 の場 で

話 題 が 多 くな る。

3,特 定 の業 務 ・研 修の た め・

各 方 面 の 技 術 研 修 生 ・従業 員の ほ か 美術 ・工 芸 ・武 道 ・芸 罷 な どを 修 業

す る た め学 習 す る もの が あ る。 韓 国 ・台 湾 な どか ら,洋 裁 ・美 容 な ど を修

業 に来 る もの も多 くな って きた。 これ らに 対 して は,基 本 的 に は2の 揚 合

と 同様 だが,そ の ほ か そ れ ぞれ の仕 事 の 場 で の 専 門 的 用 語,表 現 な ど を習

得 させ な けれ ば な ら ない 。 技 術研 修 生 用 に,関 係 団 体 で つ くった 入 門 書3)

が あ るが,専 門 的 な もの は 必 要 に 応 じ て 作 らな けれ ば な らな い 。 そ れ に

は,そ れ ぞ れ の専 門 家 の 協 力 が必 要 で あ る。

4,一 般 目本 入 社 会 で広 い範 囲 の 活 動 を 行 な うた め

外 国交 館 公 務 員 ・宣 教 師 ・新聞 記 者 ・通 信.員 ・商 仕 駐 在 員 な ど が,口 本

人 社 会 で十 分 な活 動 を行 なお うと した ら,よ り高 い 日本 語 能 力 を必 要 とす

る。 会 話 ば か りで な く,新 聞記事 く らい は 読 む こ と も必要 に な って く る。

しか し,日 本 語 で書 くこ とは あま りない と思 わ れ る。 外 国 の 学 校 で,一 般

教 養 課程 と して 日本 語 を学 ば せ る場 合 も,こ の程 隻 の も σ)を目標 と して い

る の で は な い だ ろ うか 。 教 材 と しては,日 本 語 教 材 の初 級 ・中級 と,場 合

に よ っ て は上 級 を使 う。

5・ 専 門 的研 究 の た め

専 門 とす る 分 野 と,研 究 の 程度 に も よ るが,聴 講 ・文 献 読 解 ・実 地 調 査 ・

3)海 外技 術蕩力事 業団NIHQN-GOKAIWAI-HI,1%35海 外技術者研修

路 会PRACTICALJAPANEsECONvERsATION,1962.
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研究討議 ・研究発表 ・論文執筆などの日本語能力を必要とする研究者,大

学院学生などである。 目本語教材の上級用までのほか,そ れぞれの専門分

野に関連する図書 ・雑誌を教材として使用し・ラジオ ・テレビなどの教養

的番組 も活用 しなければならない。

6・ 大学の学部で正規の課程を履修するため

学部には一般教養課経として,歴 史 ・政治 ・経済 ・哲学 ・心理 ・生物な

ど専攻以外の種々の科 目があ り,外 国人学生もまずこれ らを履修すること

が規程されている。 日本人学生と同じ教室で講義を聞くには,日 本人学生

に近い目本語詣力が必要である。 目本語教材の上級用までのほか・'日本の

高校の教科書程度のものを補助教材として与える。講義聴解のほか,答 案

執筆も重要な学習 目標である。

7・ 目本藷 ・日本文学専攻のため

当然のことだが,他 の専攻分野のものに比べて,よ り深い 日本語学習を

必要とする。現代語 ・現代文学を専攻するにしても,古 典 ・漢文などにふ

れておかなければならない。 さらに,こ のうち,日 本語の専門的教授者に

なるものは,日 本語のすべてにわたって研修を行ない,模 範的な日本語能

力を養わなければならない。

目本語学習といっても,い ま述べたように,学 習の目的はさまざまであ

る。 したがって,目 本語教育の方法 ・教材 も多種多様であるのは当然であ

る。 日本語育教が不統一であるとか,教 材をしぼって完全 なもの1本 にせ』

よなどという声を聞くことがあるが,す べての学習者の要求を満たすに足

る完全無欠な教材 というものがあり得るだろうか。 もともと,言 語の学習

は,目 的にそって行なってはじめて効果があがるもので・あらゆる揚合に

万能な教科書 というものは考えられない。

II教 材の内容

教 科 書 の選 定 に 当 っ ては,ま ず,つ ぎの こ とを知 らな けれ ば な らな いし

どん な学 習 者 を対 象 と してい るか 。
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どの 程度 の 内 容 を盛 り込 ん で レ・るか。

どん な手 順 で 作 られ たか 。

材 料 は ど こか ら集 め られ た か 。

材料 の配 列 は どん な原 則 に よ った か 。

どん な い き さつ か らつ くられ るに 至 った か 。

以 上 の こ とは,ふ つ う教 科 書 の 前 文 を 注 意 して 読 め ば わ か るはず で あ る 。

中に は,出 版 社 の 利 益 の た め に のみ 作 られ た も の も あ るか ら気 をつ け なけ

れ ば な らない 。

作 成 者 の 背 景 につ い て 知 るこ とも大 切 で あ る。 作 成者 の言 語 観 ・学 的 立

場 ・専 門 領 域 ・日本 語 教 育 の 経験 な どは 教 科書 選 定 上重 要 な 判定 資 料 で あ

る。これ らの こ とは教 科 書 の 前 文 だ け で は わ か らな い 。他 の資 料 す なわ ち,

作成 者 の学 問 的業 績 ・著 述 ・経 歴 な どに よ って 知 るほ か な い ・ 最近 は単 数

の作 成 者 に よ る もの よ りも,複 数 の作 成 者 に よ る もの,そ れ も基礎 的 な専

攻 分 野 の ち が う複 数 の 入 の協 同 作 業 に な る もの や,内 外 人 の 協 力 に な る も

の が 多 くな った の は よい傾 向で あ る。

しか し,何 よ りも大 切 な こ とは,そ の 教 科 書 の 内容 で あ る。 以 下,主 と

して 初 級 用 教 材 の 内容 につ い て考 え て み た い 。

1,文 字 の 問 題

まず,教 科 書 を あ け て,す ぐ 目につ く文 字 の 問題 を と りあ げて み よ う。

中級 ・上 級 の程 度 で は,ど の教 科 書 もす ぺ て 日本 文 字 に よ る表 記 を と るが,

入 門期 につ い て言 え ば,第1課 か ら 日本 文字 のみ に よ る ものの と,教 科 書

の終 りま で ロー マ字 の み に よ る もの5〕とに大 き く分 け られ る。 その 中間 に

日本 文宇 と ロー マ 字 を平行 させ て い る もの6〕と入 門 期 の 中途 か ら ローマ 字

4)ル ーテル 日本語学校 「日本語」1954・ 早大語研 日本語教室 「日本語教科書初

級用」1967.

5)こ の種 のものは多い。 代表的な もののみをあげ るoEH.Jordeo,BEGD可 一

NINGJAPANESE・1962=Niwa&Matsuda・BASICJAPANESEFORCOLLEGE

STUDENTS,1964=小 川芳 男 ・佐藤純一 目本語 囚週 問1963・

6)国 際基督教 大 学 日本 語 科MODERN∫APANESEFORUMVERSITY

STUDENTS,PムRT王,1966.
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に移 行 す る もの7,と が あ る。

目本 文 宇 をいつ か ら学 ばせ るか とい うこ とは,単 に 学 習上 の 難 易 とい う

点か らの み 考 え る 問題 で は な く,教 材 作 成 者 の 日本 文 字 に 対 す る 考 え 方 と

教擾 方 法 の基 本 的 方針 に よ って決 ま る問 題 で あ る。

わ た し たち の 日本 語 教室 で作 った教 科 書 で は,入 門 薪 の第1諜 か ら,か

な と漢 字 に よ る表 記 で始 ま る。 学 習 者 に とって 容 易 な ロー マ 字 を徒 うこ と

を あ えて 避 けた の は,日 本 語 の 正 しい 発 音?ア クセ ン ト ・イ ン トネ ー シ ョ

ン を身 に つ け させ るた め と,も うひ とつ には,漢 字 を単 に語 を表 記 す る た

め の手 毅 とは見 な い で,日 本語 の語 構 成 上 重 要 な 要 素 で あ る と見 る か らで

あ る。 しか し,音 声言 語 の 習得 を後 回わ しに して 文 字 を先 に 教 え る とい う

の で は ない。 授 業 は音 声言 語 に重 点 をお い て 行 な い,徐 々 に 日本 文字 に慣

れ させ,読 む こ とに慣 れ て か ら書 か せ る とい う指 導 方 法 を とっ て い る。

こ に対 して,Audio-Lingual法 で は 口頭 練 習 の み に よ って 音 声言 語 を

あ る程 度 ま で 習得 して か ら文字 学習 には い る もの とし,そ の 問 ロー マ 字 に

よ る教 科書 を使 っ てい る。 音 声 学 習 か ら文 字 学 習 へ,と い う順 序 に 異議 の

あ る はず は な いが,そ の 問 に ローマ 字 が は い る こ とに は 賛成 しが た い 。 ロ

ー マ字 に よ る学 習 は一 音 声 言 語 の重 要 な 要 素 で あ る発 音 ・ア クセ ン ト ・イ

ン トネ ー シ ョンの 習得 に障 害 とな るか らであ る.こ の こ とは あ とで 詳 し く

述 べ る。

ロ ーマ字 か らは い る と,か なへ の 切 り替 え の 時 幾 が 問 題 とな る。最 近 は

方 々 の学 校 で,軍 一 マ 宇 に よ る 学 習 を短 か くす る傾 向 が あ る8〕。 ア メ リカ

7〉 長沼直兄,B△SICJ本PムNESECOURSE・1950・ 標 準 目本 語読本巻1・ 三訂

1964=国 際学友会,NIHONGONOHANASIKATA,1954よ みかた,1959IJohn

Young&Ki皿lkQNakjima,LEARNJAP△NESEVolL1967.

8)JordcnはBEGmNINGJAPANESEのIntrodロctlonで,文 宇学習 を始め

る時期はPart王 の す くな くとも1D～15課 を終 えて か らがV・い と して1≠・る。1同書

h江Qdu面on)・ またNiwa,h魚tudaは 文字学習をできるだけ早 く始 める ことを勧 め,

その時期をBASICjAPANESEFQRCQLLEGESTUDENTSの 第6課 を終 えた

時 としてい る(同書Introduこtion).こ の教科書 を使 う州立 ワシン トン大学の 日本 語

集中講座で言 えぱ,第3週 目か ら文宇(ひ らがな)の 練習を始める ことになっている。

(「日本語教 育」10号,松 国摩 耶子 「州立 ワシン トン大学の 日本語集 中講座」)
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のジ ョージタウン大学では 「ローマ字時代」 を省 くために口頭練習と平行

して,初 めからかなを教えることにした とのことである9。

ところで,ロ ーマ字を使 うにしても,標 準式(ヘ ボン式〉・訓令式 ・目本

式のほか,.独 自に決めたローマ字つづ りによる,発 音式表記法がある。い

ずれにしても,β 本語の正しい音そのものを聞かせることが大切で,ロ ー

マ字だか ら,発 音式だから正しい音が習得できると安心することは禁物で

ある。

漢字については,中 国系以外の学習者の漢字習得が,こ れまであま りに

悲観視され,そ の反面,中 国系のものの漢字学習があまりに楽観視されて

きた。漠字σ)習得に困難を感 じるのは,も ちろん個人差もあるが,漢 宇学

習の開始が遅すぎるためでもあると考えられる。それについての証明はい

まできないが,漢 字は早い時斯に始めるほどより少ない困難をもって習得

できるということはた しかである。これはひとつには学習心理上の問題で

あって,教 授技術によっても困難の度合いはちがって くる。また,教 授者

自身が漢字に親 しんでいない場合,学 習者が漢字に親 しみを持たない,し

たがって習得できないのは当然である。

漢字の学習を困難視する結果,覚 えた漢字の数で 日本語能.カを判定する

とい う頷向が・ことに外国によくあるが,こ の考え方も最近は訂正される

方向にある。

外国人としては どのくらい漢字 を知っていれぱよいか,と いうことが,

よく馬題になるが,こ れも専門によってちが うので,い ちがいには言えな

い。 もちろん当用漢字表の185D宇 はその中に含まれるが,そ れ以上どの

字が必要かとい うことは専攻によってちが うのだか ら,一 般的に数字をあ

げて,い く宇ということには意味がない。 当用漢字,同 音訓表のわくも,

函詩教育とはちがった観点から扱わなければならない、制限実施以前に出

されたものや専門書で制限の守られていないものを読む必要もあるので,

上級程度では制限を固守して教えてはならない。 しかし,国 語政策として

9)「 目本語教育」10号,四 倉早葉 「米国における具本語教育」
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の漢字 制 限 ・音 訓 制 限 の 持 つ 意 味 を知 らせ て お くこ とは 混乱 を避 け るた め

に も必 要 で あ る。

2,対 訳 の 問 題

教材 に はふ つ う新 出 語 の 意 味 を与 え るた め に 訳語 が 示 され て い る。 中 に

は 訳文 ま で添 え てい る の も あ るが,国 際 学 友 会 の 「目本 語 読 本」の よ うに,

全 然 訳語 ・訳 文 を与 え ない もの もあ る。 この よ うな 教 科 書 を使 って,日 本

語 のみ で 教 え る こ とに よ って,語 句や 文 の意 昧 を翻 訳 を通 さず,誤 りな く

理解 させ,同 時 に,語 法 も習得 させ よ う とい うの が 直 接 法 の 正 統 的 な 考 え

で あ る。 長 沼 読 本10)で は,訳 語 を与 え た 「単 語 帳 」 が あ るが11:,薯 者 長 沼

直 兄氏 の創 設 した 東京 目本 語 学 校 で は,教 授 者 は 日本 語 のみ を使 って 授 業

をす る。 こ の方 法 を長 沼 氏 は 「改 良 直接 法」 と呼 ん で い る121。

語研 日本語 教 室 の教 科 書 の方 法 は,初 級 で は ・新 出語 に か ぎ り英 語 と中

国 語 の 訳語 を 示 す。 中級 第1部 では まず 目本語 に よ る語 釈 を示 し,つ ぎに

英 語 と中 国語 の 訳語 を示 す が,第2部 で は,語 釈 の み を示 し,第3部 で は

新 出 語 の 意 味 は い っ さい与 え な い。 学 習 が 進 む につ れ て,辞 書 に よ る 自習

へ と移 行 させ る た め で あ る。 実 際 の授 業 では,日 本 語 と訳 語 が,意 味 と用

法 にお い て 完 全 に 対応 しな い もの に つ い ては,特 に教 授 者 が 目本語 に よ る

意 味 ・用 法 の 提 示 を行 な って い る 拗 。

目本 の 社 会 で,日 本 語 に 包 ま れ て 生 活す る外 国 人 を 対 象 とす る国 内 の 日

本語 教 育 機 関 の 大 部 分 が,こ の 方 法 に よ って 昌本 語 の 実 際 的捷 用 能 力 を高

め てい る と、思 うが,そ れ には 教 授 技 術 が 大 き く効 果 を左 右 す る。 した が っ

て,教 授 者 は授 業 の 進 め方 に つ い て 研 究 しな け れ ば な らな い 。 わ た した ち

の 学生 の学 習前 歴 を調 べ た とこ ろ に よ る と,外 国 で は い ま だ に 訳 読 法 に 頼

10)長 沼直兄 「標準 目本語読本」 は著者の名を とっ,て「長沼読本」の名で通 って

い る。

11)同 書入 門編BAslcJAPANEsECQりRsE・ では,訳 語 のほか,基 本文 の訳

も並べ ている。

三2)BASfCJAPANESECOURSE,lntr・ductiQn・

13)意 味の与 え方に ついては,本 書の森田良行 「動作 ・状 態を 表わす 言い方J,

大 島正二 「意味の与え方」 を参 照。
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っオいるところも多いようである。 目本人教授者の少ないところでは無理

もないことだろう。国外でも 日本人教授者を多数擁 している有力な日本

語教育機関では,授業中に母国語を使わないものとしているところが多い。

イェール大学のBEGINMNGJAPANESEも,州 立ワシントン大学

のBASICJAPANESEも,新 出語の意味は教科書中に示 した訳語によっ

て・学習者自身が自得 しなければな らない とし,授 業中はいっさい英語を

使わないことを教授者に要求している鋤。

新出語の訳ばか りでな く・始 めか ら終わ りまで全訳を与えている教科書

もあるが,自 習書ならともか く,教 師が教える教科書に全訳をつけるのは

よくないと思 う。全訳をつける日的は,学 習者に意味を誤 らせないためだ

と思うが,学 習者は訳文があるために譜句を覚える努力 を怠 りやす く,目

本語の文章構造にも注意を払わなくな りやすい。なお,訳 を与えるにして

毛,訳 語の選び方には慎重でなければならない15〕。

3.文 法の解説

言語の学習である以上,文 法を無視することはできない。閤題は文法の

扱い方である。教科書によって,文 法的解説を与えているものと,い ない

ものとがある。与える揚合 も,詳 しいものと簡単なものとがある。 どっち

にしても・母国語の文法に目本吾の文法を当てはめてみようとしても,う

ま くいかないことはいうまでもない・母国語の文法体系か ら離れて・ 日本

語の文法の事実を与えなければならない。母国語 と日本語の文法を対比 し

て与え目るのも,学 習者に母国語の文法意識がない場合は効果的ではない。

とくに入門期の学習者に文法的解説を母国語で与え,例 文までいちいち訳

文を示さなけれぱ理解されない というのでは,文 法そのものの知識は得 ら

れるに しても,目 本語能力の習得にはたいした効果はない。それは,は じ

めから文法の例文のみによって教える教授法一G皿mmarMet虹odが,

14)BEGINN玉NGJAPANIESE,Introduc亡io且xv.=BASICJAPANESEFOR

COLLEGESTUDENTS,王ntroducdonxiii.

15)こ の こ とに つ いて は,本 講 座 第2,第3分 冊 で,例 を あ げ て 説 明 した 。
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こん に ち,す たれ て しま って い るの を見 て もわ か る。

とこ ろ で,文 法 の 解 説 が 要 求 され るの は,学 習 の最 短距 離 を行 こ う とす

るた め だ と思 うが,文 法学 習 の た め に か え って 回 り道 に な った り,迷 路 に

はい 勢こん だ り した の で は逆 効 果 で あ る。 文 法 は解 説 に よ って 教 え るの で

は な く,語 の 機 能 や語 形 の 変 化 な どを,號 習 の実 例 で 示 し,帰 納 的 に 文 法

を把 握 させ る方 向へ も って い きた い 。 こん な方 法 は 教 授 者 が授 業 中 に うま

く誘 導 して は じめ て可 能 とな るの で あ って ・ 教 科 書 中 の 解 説 のみ で で き る

こ とで は ない 。 教 科 書 と して は,文 法 事 実 を上 の よ うに して教 え る こ との

で き る よ うに紀 列 ・構 成 して あ る か ど うか が 大 切 な 点 で あ る。

4・ 練 習 の 量 と質

景 近 の 言 語 学 な い し語 学教 授 法 の理 論 をふ ま え て作 られ た 教 科 書 は,多

くの ペ ー ジ を練 習 に さ い てい る。 この ば あ い教 授 者 は 教 科 書 の 指 示 に 従 っ

て練 習 を 午 え る こ とに な る。 そ うで ない ときは,教 震 者 自身 が練 習 を 考 案

して与 え な けれ ば な らな い 、 これ は 経 験 の 乏 しい 教 授 者 に とっ ては 困難 な

こと で あ る。 練 習 量 の 多 い教 科 書 で も,ぺ 一 ジ 数 が た だ 多 けれ ば よい とい

うもの では ない 。 必 要 な練 習 が十 分 に 与 え られ て い る か ど うか,練 習 の 内

容 を検 討 して み る必 要 が あ る。 熟 練 した教 授 者 な ら,足 りな い練 習 を補 い,

そ の 学 習 者 に 特 に 必要 な もの に重 点 をお い て,練 習 を 行 な うだ ろ う。以 下,

練 習 の 内 容 に つ い て述 べ てみ よ う。

文 型 練 習

構 造 言 語 学 の理 論 に 基 い て作 られ た入 門 期 用 の教 科 書 では,文 型 練 習 を

多量 に与 えて い る。 あ る文 型 を学 習 者 に μ頭 で与 え,仲 介 語 を使 わず 教 授

者の 指 示 に よ って 口頭 練 習 を させ る。 これ に よ って発 話 の 訓 練 を しよ うと

す るの で あ る。

文 型 練 習 と呼 ばれ る もの の うち,最 も多 く行 なわ れ るの が 「置 き換 えJ

練習(sゆsdtutiondrll1)で あ る、 前 記 のBASICJAPANESEFOR

CoLLEGESTUDENTSで は"DrilPの 数 が686あ るが ,そ の うち種

種 の 「置 き換 え、 が,64%,文 法 に 関す る も の24・1%,問 答 ・会 話 練 著
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正2・1%,単 語 に つ い ての 練 習3%と な って い る。1課 ご と に 「置 き換 え 」

の 占め る割 合 は,11・5%か ら852%ま で の 広 い 幅 を持 って い るが,1課 の

うち50%以 上 を 占 め る もの が24課 中i8課 も あ る。 い か に 「置 き換 えJ練

習 が 多 い か が わ か る。 さ らに これ ら 「置 き換 え 」 の 内 容 を見 る と,1語 の

置 き換 え です む もの が414の うち4如 を 占 め て い る。

教 科 書 に練 習 が与 え られ て い な くて も,こ の種 の練 習 は教 授 者 自身 が 考

案 ・準 備 して授 業 中 に行 な うべ き もの で あ る。 そ して,置 き換 え るべ き語

を・ こ どば で示 す ば か9で な く,実 物 ・動 作 ・絵 画 ・写真 な どを活 用 して

示 せ ば,い っそ う効 果 を あげ る こ とが で き る。 確 か に,「 置 き換 え 」 練 習

は 語 学 教 育 に新 しい 局 面 を 開 い た と言 え る が,か と言 っ て,「 置 き換 え 」

練 習 が 万能 で は ない 。 「置 き換 え 」 に 限 らず,文 型 練 習 で 定 着 した も の を,

実 際 の揚 面 に持 ち出 して 使 うた め の,も うひ とつ の練 習が 必 要 で あ る。 そ

れ を可 能 にす る のは 視 聴 覚 的 教材 の使 用 に よ る 「実 際 的場 面 の 設 定 」 で あ

る。 そ の 方 法 につ い て は 別 の 機 会 に述 べ たい 。

発 音 練 習

発 音 につ い て の記 述 を巻 頭 に載 せ た教 科 書 が あ る。 入 門期 教 科 書 に載 せ

る に して は詳 しす ぎ るほ ど綿 密 に 日本 語 の発 音 ・ア ク セ ン トにつ い て の 記

述 と練 習 を与 え てい る もの もあ る。 こ の よ うな記 述 も,実 際の 音 声 を伴 っ

て は じめ て意 義 の あ る もの で,教 授 者 が い ち い ち 発 音 を して 聞 かせ る か,

付 属 の テ ー プ な どを使 うか しな けれ ば な らな い。

しか し,一 般 に,教 科 書 の 作 成 に 当 っ ては,発 音 練 習 を組 織 的 に 行 な う

こ との で き る よ うに,こ とば を選 ぶ か ら,教 授 者 は教 科 書 に従 って 授 業 を

行 ない な が ら,発 音 の指 導 を行 な え ば よ い。

ま た,教 科 書 中 に ア クセ ン トの 表 示 を す る も の が 多 く な っ て き た 。

BEGINN王NGJAPANESEは す べ ての 日本 語 に,も れ な くア クセ ン ト

記 号 をつ け てい るが,こ れ も,ア ク セ ン ト記 号 ざ えつ けて あれ ば 学 習 者 は

正 しい ア クセ ン トを身 に つ け る もの,と 安 心 は で き ない 。 発 音 もア クセ ン

トも,教 科 書 に示 され た とお 窮 教 授 者 が 音 声 に 出 して 聞 か せ,学 習 者 も
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記号を見て正 しい発音 ・アクセン トができるようになるのでなければ,記

号 を使った意味はない。発音の指導には,ま ず正 しいものを繰 り返 し聞か

せ ることか ら出発 しなければならない。テープや レコー ドや ソノシー トな

どによって,授 業中以外でも正 しい発音を聞 くことができるように,教 科

書に付属した聴覚教材のあることが望ましい。もし,そ れがないときには,

教授者がテープを用意して与えなければならない。

外国人は・その母国語 によっては,発 音困難な音がある。このような音

は,短 時間に,完 全な発音を習得させようとしてもできない。音声学の専

門家でもないかぎり,耳 で聞 く回数を重ねなければ,で きることではない。

発音の練習も大切だが,そ れと同時に,入 門期に特に重点を置いて練習さ

せ るべきことは,イ ン トネーションと速度である、 これは,歌 の歌えるも

のなら,だ れでもできるのだが,入 門期に注意 して直 しておかないと,変

なイントネーションが固定 してしまう.入 門期の簡単な内容の文では,発

音 ・アクセン ト・イントネーションがまちがっていても,な ん とか意味は

通 じるので,そ のため学習者はまちがいに気がつかない。教授者は,ま ち

が ったものを受け付けないことにすべきである。

発音の指導には,教 授者が,学 習者の母国語の音韻組織についての知識

を持っていることが必要である。

聴 解 練 習

教授者が読んで,ま たは話 して,内 容を理解 させるのが聴解である。文

字によらず,音 声のみによって理解する練習だから,学 習者があ らか じめ

文字で読んで,内 容を知っている場合は,真 の意味の聴解練習にはな らな

い。それは聴解 の予備練習にすぎない.聴 解用の文章が教科書に載せてあ目

るものもあるが・練習はそれのみにとどめることなく・教授者自身の作っ

た練習用教材を使用するのでなけれぱ効果は薄い。紙に記 した文を練習の

あとで渡 して,確 認させ るのはいいことである。

問 答 練 習

質問の文にそって答える練習だが・問いの与え方によっては・反復練習
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と大差のないものになる。 こうい うものも,教科書のみにたよっていると,

学習者はつねに答を用意して くるので,練 習の効果があが らない。教科書

に載せた以外 の問答を,教 授者がつねに用意 しなければならない。

発 話 練 習

やや長い発話をさせる練習である。その方法としては,質 問によるほか・

場面 を与えて話 させる,題 を与えて話 させる,な どがある。作文練習はこ

の方法を文字で行なうわけである。 この種の練習も,こ とぱで与えるばか

りでなく,視 覚 ・聴覚材料によって揚面 を与 えて発表させるよ うに した

い。 教科書に挿絵を入れたものもあって,こ の練習に使用できそ うだが,

それは教科書の内容と密着しすぎているので,練 習としては別のものがほ

しい。

読 解 練 習

入門期にローマ字を使っている教科書では,読 解練習の必要はない。 ロ

ーマ字を使 うのは,音 声言語習得の方便だか ら,そ の段階ではまだ読解 と

い う練習はしない方がいい。しかし,官 一マ字教材を使っていると,学 習

者はどうしてもローマ字文を読んでしまう。そして,母 国語式発音 ・アク

セン ト・イントネーションになり,し かも,の ちに行なう目本文字学習の

障害ともなる。読ませないものなら,ロ ーマ字は使わない方がいい。その

かわ りに音の出る教材を使うべきである。

対 訳 練 習

外国語を与えて 日本語を言わせ,ま たは書かせる練習は,一 般に,練 習

の絶対量の少ない教科書に多 く見られる。ある種のことば,こ とに付属語

やある種の表現を使わせるためには,外 国語で与えて日本語に直させるに

かぎる,と い う考えから行なわれることが多い。 日本語の学習が高度に達

している場合なら対訳練習も必要だが,そ うでない場合は,む しろ避けた

方がいい。対訳による練習は対訳による授業を要求する結果とな 窮 つね

に訳を通 して話 し ・聞 くとい う習慣におちい りやすい。対訳によらな くて

も,日 本文字の文中の穴埋め,その語を与えて文を作 らせる,前段を与えて
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おいて後段でその語を使わせ る,な どの方法で練習を与えることができる。

文 法 練 習

文法事項の習得を調べ,知 識を確実にする練習と言 うことができるが,

どっちかとい うと,学 習評価のために行なうべきものだろう。

III教 授 法 につ い て

どんな教科書を使 うにしても,ま ず教科書の前文をよく読んで,作 成者

の意図,痩 用9)指針 を十分に理解 しなければならない。こんにちの 日本語

教科書は,す べて擾業中はいっさい母国語または仲介語 を使わず,日 本語

のみを使 うことを予定 して作 られている。母函語 との対比は重視 しなけれ

ばならないが・それは教科書の作成段階で織 り込んでおけばよい・入門期

に,教 室で母国語との対比を解説 しようとすれぱ,い きおい母国語または

{中介語をr使わな多ナれ1ゴならなV・。二入F腎期1こ1ま特1ここれ らを使 う二とによる

弊害が大きい。

母国語または仲介語を使いた くなるのは,新 出語の意味の提示や用法の

解説などの場合である。 入.門期に 出てくるような 単語なら・.訳を使わな

くても教えられるがシそれには準備がいる。訳にた よる教え方は・教授者

には授業に対する準備を怠らせ,学 習者には,母 国語訳か ら離れ られない

という最大の弊害をもたらす。初心の教授者は,絶 対に学習者の母国語を

使わないとい う決意のもとに,準 備して擾業に臨むべ きである。 ことに,

訳語を与えている教科書を使用す るときには,こ の ことを厳守 しなければ

ならない。わずか数語の母国語を使マても.学 習者は さらに多 くの母国語

を要求 し,そ れに応じなければ不満をいだく。不満が満たされない ときは

学習意欲を失ってしま う。

これまでの 目本語教育の歴 史を調べてみると,成 功 したのは 目本語のみ

で教えた場合である。外国語 を使用して教えた場合は,す べてかたよった

学習効果 しかあげなかったことがわかる。 日本語のよく壽せない外国入が

目本語を教える揚合は外国語にたよるほかないが,外 国の 日木語教育機関
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で も,目 本 人 を招 い て そ の 点 を補 強 しよ うと して い る。

過去の直接教授法には欠陥もあったが,そ れは教授法自体の欠陥とい う

よP,む しろ,教 材 に欠 陥 が あ った の で は な い か と考 え る。 欠 陥 を補 う方

向に研究を進めてい くぺきである。日本語そのものの言語学的方法による

分析,外 国語との比較 ・対照などの研究が,過 去の時代 と兇べて著しく進

ん だ こん に ち,そ の成 果 を 取 り入 れ て,教 材 の改 訂 を重 ね,方 法 的 には 視 ・

聴覚教育的方法を活用することによって,直 接教要法に新生面を開くこと

が可 鮨 で あ る と思 う。

日 本 語 教 材 書 目

国 内 で 容 易 に 入 手 で き る も の で,比 較 的 新 しい も の の み を あ げ て お く 。

(i)清 岡 映 一:JapaneseinThir=yHouエs,東 京,清 和 会 出 版 部 」946.

〔2)長 沼 直 兄;BasioJapaneseCourse,G皿mmarandGlossary,Substitudoa

Tables,PracticeBoQk,東 京,長 風 社,1950.

(3)〃1標 準 目 本 語 読 本,単 語 帳,漢 字 帳,各 巻 隻～8,長 風 社,1950.

〔4)〃=FirstLεssQnsinJapanese,東 京,開 拓 桂,1952.

(5)国 際 学 友 会 目本 語 学 校=Nih面gonoHanasikam,束 京,国 際 学 友 会,1954.

〔6)〃:よ み か た,国 際 学 友 会,1959.

(7)〃=艮 本 語 読 本,巻1-5,国 際 学 友 会,ig54.

(B)ル ー テ ル 目本 語 学 校=目 本 語,巻 工～2,東 京,ル ー テ ル 教 団,1954・

(9)SamudE・Martin=EsseotialJapanoso,束 京,Tutde,1954・

(10)長 沼 直 兄=Firs亡AidJapanese,レ コ ー ド1枚 つ き,東 京,開 拓 社,ig61,

(11)長 濯 直 兄 ・森 清lPracdcalJapanese,レ コ ー ド3枚 っ き,長 風 社 」962.

(12)海 外 技 術 者 研 修 協 会lPracdcalJapanoscConvcrsa亡lon,東 京,海 外 技 術 者 研

修 協 会,1962,

(工3)RoyAndrewMi11er=AJapaaesoReader=GradedLessonsintheMpdcm

Language(現 代 目本 語 文 読 本 〉東 京,Tu㏄lo,1962,

(14)小 川 芳 男 ・佐 藤 純 一:目 本 語 四 週 間,東 京,大 学 書 林,1963.

(i5〉 海 外 技 術 務 力 事 業 団=N三hongo-Kaiwa,1-1∬,東 京,海 外 技 術 協 力 事 業 団,

1963』

(16)三 浦 順 治=PractlcalSpQkenJapaneso,東 京,三 省 堂,1964.

(17)小 川 健 二=NewInしensi祀J2pa1)巳se(匡 本 語 の 勉 強),東 京,北 星 堂,1966.

〔18)国 際 基 督 教 大 学 日 本 語 科=MQdcmJaPanesefbrUnive細tySmdenじs,Pa雌

1～III東 京,国 際 基 督 教 大 学,1966.

(19)∫ohqYou≡ 〕g・KlmlkoNakaiima;LeamJapan¢se,Co1工egeText,Vols1～

4.東 京,FarEasにDivision,UnivcrsityofMaryland,1967.・

(2D)大 阪 外 匿 藷 大 学 留 学 生 別 科 目本 語 教 室=BasicJapanese,Inte煎si▽eCouヱse

5ぼSpeakingandReadin9,大 阪 外 国 語 大 学,1967.

(2i)早 稲 日 大 学 語 学 教 育 研 究 所=外 国 学 生 用 日本 語 教 科 書,初 級 用 ・中 級 用,早

稲 田 大 学,1967,

(22)文 部 省=外 国 人 の た め の 日 本 語 教 科 書,初 級 ・中 級,文 二部 省.1968.

(23)TEC=Japan已3e,出eBasicCoutsc,五,東 京,TEC,1968.
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